
【B部門】
地域で活躍！
「オレンジ人材センター」

助成団体

NPO法人播磨オレンジパートナー



活動の様子



｜活動内容

・「有償ボランティア活動」の創出と働く人材の発掘

「オレンジ人材センター」の立ち上げが当面の目標であったので、既にか
かわりのあった当事者の方々が得意なこと、出来そうなことで、かつ地域
の課題を有償で解決できる活動にはどんなことがあるかを考えることから
始めました。親しみやすいロゴマークやユニフォームを作成して、ご本人
やパートナーにオレンジ人材センターで「働く」という意識づけや意欲の
向上、また地域への宣伝につながるよう工夫しました。小さな実績を１つ
１つ増やしながら、働く人材（ご本人とパートナー）を発掘するため、認
知症カフェやSNSで活動内容を紹介するなどPR活動にも努めました。

・先行事例についての学習

既に当事者の就労活動を行っている団体や事業所などからその取り組みや
地域との連携方法について教えていただきました。



｜活動内容

2018年度に実施した活動

①情報チラシの作成とポスティング：SNSを利用せず情報が届きにくい地域の高
齢者と SNSが唯一の情報発信源である店舗等の課題を解決 するために、チラシ作
成を協力しポスティングをしま した。（４回）

②公共的施設の清掃や調理補助：地域でのイベントを行う民間施設の清掃、調理
の補助をしました。（2回）

③一人分のお節料理配達：独居の高齢者のために、地元の料理店に一人分のお節
料理を用意してもらい、大晦日に配達しました。 （1回）

④不要カレンダー交換会：地域のマーケット主催者の依頼で、余ってしまったカ
レンダー交換会を担当させていただきました。（1回）

⑤古着物のリフォーム（オリジナル商品の開発）：着なくなった着物を巻きス
カートにリフォームして、 普段着にする提案をしています。



｜活動実施による効果
（地域への影響や認知症当事者の方の変化など）

• ご本人の意欲向上とご家族の意識変化

デイサービスや認知症カフェなどにも行かず、日中一人で 過ごしていた当事者
の方が「仕事」に意欲を示し、熱心に働 いてくださいました。「給料袋」を仏壇
に供えたり、得た報 酬で家族と外食したとご家族から報告を受けました。

あるご家族は、認知症カフェなどに参加することには興味 を持っていなかった
ようですが、ご本人が役割をもって社 会参加することには意義を感じていらっ
しゃり、積極的に協 力してくださっています。

• 「ひょうご認知症サポート店」との連携強化

兵庫県は、認知症サポーターのいる店舗を「ひょうご認知症サポート店」として
いるが、店舗も何をすればよいか分からず具体的な活動につながっていなかった。
今回、地元の認知症サポート店等にオレンジ人材センターができたことで、積極
的に協力してくださったり、理解を示してくださったりと連携が強化された。



｜助成金の使用実績

助成額：500,000円

印刷製本費（チラシ）・・・・・・・・・・11,037円

旅費・交通費（研修関係）・・・・・・・・109,402円

諸会費（龍野商工会議所）・・・・・・・・10,000円

同行者経費（交通費・食費等）・・・・・・75,750円

備品(ユニフォーム)・・・・・・・・・・・112,966円

備品(家電・道具等)・・・・・・・・・・・93,864円

消耗品費（文具類）・・・・・・・・・・・56,672円

委託料（ロゴマーク作成等）・・・・・・・43,984円

合計・・・・・・・・・・・・・・・・・513,675円


